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S 1.まえがき

昭和 27 年度の|坊主存林研究会の調査事項は， r北海道の海霧について，根.:ÞJII地方内陸におけ

る海霧の浪度分布を;!lM杢し，地形辛子よび活ミ林の綜合的防霧機能に関する "I:WJ査研究」というとと

であって，さらにその具体的内容は，

(1) 地形地物件に樹林帯の総合観点からみた湯の侵入程過に関する観i!!lJ調査，並びにそれ

ぞれの拶鐸IJ，j-f'の分析に関する研究。

(2) ~好議襲来時における林内外の償気象に関する研究。

( 3 ) ~~IIi\J悦型実験としての雛形防議林の研究。

(4) 泌草地帯の林水生育型に関する ;V，1d]筆。

(5 ) 防孫林のHl;:U:Lと líjj霧指数に関する基礎dJM査。

(6 ) 林による孫の:J11l捉に関する調査。

(7 ) 恥j易地帯の民業経営に関する調査。

となっている。 とれらの研究剥査ヰ科目を，林業1試験場本場並びに札幌支上仏北海道民主式験

場，札幌管区気後台， 函館海洋気象台，低温科学研究所等がそれぞれ分.HI. 実施したのでるる

がp 低涜科学紛f究所は前項目の (2) ， (3) , (6) を担当しp 主として (6 )の林による霧の

捕捉に関する研究を行った。

防霧林が識を的し或いはn草くする効果については， 25 年度冬、よぴ 26 1， 1'.1立の liJ f光によって，

ある杭!主土m論(["]にも，実際の観測によっても明らかにされたが cr防孫林に関する研究」第 1

判p 第 2 ì[i;íf)，その効果は海岸の防霧林地帯から数粁内陸へは」、らないと現われないという結

県でるってみれば，とれをさらにくわしく調査するととはた気候の iハj題であり，研究の規模の

点でも 27 年度においては同期[で、あった。しかし，林の防JE効民主~[リj らかにするのに，林と Hif

野との得水拍J足量の比岐に 'Tt'.\î，をおき，霧が林へ吹き込まれるはじめの状態をくわしく i淵ぺ

て，主7(.の研究の段階には実際のいろいろの形状の林のあ11捉へ拡張されるようなJ
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立するという方法もある。われわれはとのような立時に立って 27 年度の研究を行った。との

防霧林のiJ.跡見 (1句研究ともいえる研究の結果は，もちろん札幌岱=区気俊介， i'きrñff海洋気象台の行

ったf;}j減林のIl!ji視的研究すなわちんスケールの森林帯公よび地形の綜合的防霧効県をしらぺ，

どのようなととろに j>}j持林地，市をJ立定すべきかという|問題，或いはわれわれが観測した霧がど

のような援であったかという海援の発生，生態に閲する司I'ð杢， :，l(~ぴ、に林業l試験場によって行わ

れたj;Jj'ii林の生態に関する制査と州まってはじめて;立誌を有するものである。

25 年度， 26 1， 1三度の観測地は4・11当納骨!な制査と計画にjたいて落石が選ばれたのであったが，

27 1， 1'.度のわれわれの研究方法にとっては必らやしもととがir草地であるとはいえで札 さらに 1

カ)%>;にもわたる1Vf究者のJ~H 1:'f1tの川間，並びに研究の多年にわたる永続性事とも考えあわせ

て，何度の訓査，協議のすえ 27 I，r皮の観ì!!lJl:也は厚岸アイカツフï[11j1tìJ-.I乙選ばれた。とのよ也点

.• の柁~III存の地図は第 1 図の立I1 くで

l i-4 ある林はダ付川主とす
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第 1 図 B 観測地点における

林および観測日IT，規

制塔等の位置

S 2. 観測設備

る f創刊14~17m の広葉村t林で

あり，その立木の術度は，観ìJ!IJ

九 Y1 1乙会いて， 20m .LF-jjにつ

いて 42 本(うち，樹高 10m 以

l二のもの 174，，)， Yz において

30 木(うち，樹高 10m 以".の

もの 11 本)である。村ょMíj[fIÎは

比較的乾燥した平山で、3うるが，

*/1 1 となってこ1:壊が路IH している

ととろもある。とれらの詳細川乙

ついては本←号の館脇J栄氏の論

文1) を参加されたい。

北山道大学J1il.学部rSfJlr~ I:~~h汗j実験問・の îN合から徒歩で 12 ， 3 分， IEをるがった海岸段 IÍ'. (高度

約 70m) 上に元日本軍施設の 25 坪J王どの荒廃した平屋があったが，とれを改修して実験室

ゐよび休出所とした。以後，とれを観測所とよぶととにする。とれより約 30m 林へ近づいた

地点 (E) に高さ 10m の観測塔を立て，さらに eOm症むと林の前回に達するがp 林はととか

ら南北に題やる道路によって約 4m へだてて東回にわけられている。との道路を林の前回より

20m 進んだ川治通ら右，左にそれぞれ 30m づっ林内へはいった地点 (Yl ， Y2) に高さ 18m の

観測!塔が立てられた。とれらの按iJ!ll塔は電柱に腕木ゃlt'J1iJ坊をつけたもので鉄製の梯子がかけら

れである。交流 100V 紘は，さらに林内へ 70m はいった所にある博物館からも点の観測|壊の
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下においた組合:むW!lJ/J、展むよぴ観il!lJ所までづ|か

れた。電話が~;守合，臨海実験所，博物館， Yl 

の小屋p 観測所のìI\Hこつけられたが，とれが前

年度までの観iJ!lJl亡は件られなかった便宜さを与

えた。

S 3. 観測方法と測定器

海上から ií主J也へ診流してきた議が;:.Ii.くなり.

或いは泊える機椛には，議が物体に捕捉される

ととと p 治uえ l二界によって，蒸発消散するとと

とが二fS^えられる。とのあ|片足効果，温度効県はと
第 2 図観測所の平面図

もに註気の乱Nêによって促進される。われわれはまえがきに述べたように，との林の捕捉機構

にも'AÎ~ をおいて研究を進めた。すなわち，林の千dì捉能を lりj らかにする弐のような間々の方法が

行われた。

也接の方法

1. 金制による方法(大iil1 3))一一林riíj[訂の l'，li:l:也，或いは裸地iこ 7}('1主におかれた金制と，林の

上回 (Y1 • Yリに水1jS"_1こおかれた金網が捕捉する霧水量を比岐ずる。 との金制は前年度川い

たものよりさらに改良された。

2. 傘"による方法(古111 ，黒岩3))ーーとれは落石に I江位された毎l同予防接林において行われた

もので， .1 本の一本の下に逆におカ通れたコーモリ傘によって木にお針足された湯水を全部直接に計

立する。

川接の方法

1. 低!Ì)f式白 rí己採ノ']，量計ーによる方法(仔1*/1 1 ， )j長 l札松村内一一林前而 E .'.'， i. に 1 11>'.1，林l刊の

Y1 , Y2 .'.'人に 3 位の高度でそれぞれ取りつけられた 311'，1づっの白記湯水量計によるもの。と ~L

1.観測所全景 2. 観測所内部，休憩室
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3. 観測所内部，お粒顕微鏡写真装置

4. 観測所内部，乱流測定用記録装百

右から電波，舌L7~tの水平成分可1!~1~日出，

垂直成分記録器，熱線風速計3"êj録保

5. 観測所内部， r{=t段は上利式温度

計JJi主総，下段はロピンソシ風

速計用官接回数器および霧水量

計自iiU出

6. 観測所刀ミら見た観測地点

中央が E flJ日汎Ij場，右l土 Yl flJ!i1liJ!'芋，

左は Y2 観測塔

7. E観測i塔と観測所内記録保へ

導かれる電線，塔 k右端は背Liうtt

計，左7立ff6('土 %J水量計

8. Y1 観測搭基部と正11立式観測小屋
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.，.を 恥君愛

9. Y1 観測小屋の内部，白戸己認

7.K~母[rrl・の記録器

10. Y1 観測堺の基部

白い筒(主上利式温度計

事占拠のき迄王IMI乙十円釘Aせと与えた。

11. Y2 観測塔

要量7.Kt甫捉用の金網が見える

は針金におIì捉された霧水を水泊jにして百!量す

るととろに，前年度ーのものに改良を加え，民

主'{i; リレーが川いられた。

2. 霧車なの顕fl幼r~ìWI定による方法(小島，

山地り)~ー←林I札林外の各，I，J，i.において，

Hagemann の右訟によって伴られる謡粒の

頻度分，布から布n捉能を推定する。

3. 理論的Jj法一一古Ll ì G) ， ~W) 等によっ

てflil.論的にあfl捉の機品:がrifJ らかにされ，観測i

以上のようなiI\J接的方法の場合に必裂である)，~，本的な量， 55気乱ii]tの交換係数を求めるため

に ， jJrた，'cf~1計されたiflll定器によって林の前町或いは上商における乱流がiW\ ).ë された(石同，

小林， 今井町。 その他基礎的な測定として，透過光帝京と熱紘風速計ーによる説法度と風;去の時

間的変動に関するìW\定(木下り)， 携帯用硫酸発熱式霧水量計ーによる測定(幅rf~; ， 11恒川川)，霧

中湿度の測定(柄官， 11即 11 日))， iml度の垂直分布の測定一一札幌管区気象台により行われたも

のであるが， E , Y 1 , Y~ のみ観測1塔のいろいろな高度に設置された上利式水銀抵抗寒暖ヨーに

よるもの，むよぴ主主留気球による高Jjj-観ìUIJ (守 Hi 12) ，菊地，山崎13L 石井14))←ーがなされた。

以上は厚岸における観測であるが，一方落石においても，者í[形防霧林によって，林業試験場と

協同のもとに，お1[11予防霧林周辺の乱流測定が熱itJii風速計ーによりなされ(楠1の)，霧水量の垂直拡

散と雛:ìfþ林の防諜効果のì!!ll定が小型自記霧水量計を使用して行われた(黒岩間)。
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とれらの観測は 7 JJ 13 日から 8 n ]8 fl まで、の期l川行われたo 全!l:j] i I\ J を 2 Jリjにわけ，研究[1

14 名，特別研究生 1 名，研究村山1 [1 1 1'"工 [1 2 1'"事f多n 1 名，気象台ìJ!!]総説日 3 名

の大休小数兆がえ代して観測を行った。はじめの割地における半世1[1乙， 7 )J 13 日から 20 fl ご

ろまで，約 8 flHりがついやされ，観測は 21 rl から開始された。京芸がIHはじめたのは 25 日か

らで， 8 )j 16 日制まで 10 川tJ，_れのな込の観測に成功した。 1!!1_!符の撤収，山51よりには 3 日If IJ を

要し， 8 月 18 日には観測所を閉鎖して全日が引Jュげた。

~ 4. むすび

各航の方法によって作られた湯ノkの林によるおlì拠量は大休一致しているが，まだかなりのJJfJ

きがある。とれは勿論，方法のÆ'íH主(iJl!.1定時I I\ Jの泣い)，対象にした議の性質(議粒の大きさ

の分什J ，議の政!主)，林の状態，その他j瓜iiJf，気iL[44の気象条1'[:を I"J-にするととの|峨Itさによ

る。しかし，またp 乱流による交換係数として p それぞれの測定方法に関してどのような航を

川うべきかという 111]也ーが明確にされていないとと，各舵の場合tこ対する交換係数の1)!I]Jëも不定

分であるととにもよる。しかしさらに机僚な布Iì捉量の測定，主気乱Mcからの交換係数の1Jl!J J.ë，

或いは也般的なよ!lJ1足量の i!!lt_，ëから逆に交換係数をよjミめる等，あらゆる角度からせめるととによ

って防議林立計の有力な子がかりを与え件るであろうことは疑いない。またj街1において行わ

れたおIUI予防議林による fìJI 究粘土民も，おIUI予防議林の相似JlIJの研究(武川京_17)) と;f:flまって，基

礎的な研究方法として!j:)J作されるととろである。

今年度の観測地を!山手に定める|授にも問題となったととであるが，根~!l地方の議に関する統

計制査(木下，小元13)) は， ì恥等被害の調査とともに今後の研究において，防霧林の効県の主

u民をどとに求めるかという PHIt1 Iこ対して主張な工叫;をもち，との相の研究の今後の発展ーもまた

期待される。

多数の研究 [-1が長ltJJlilj .，<:J f.i吹もなく観iJl!Jするととができて，多くのl'-tÆな資料を得るととがで

きたのは p 装む乃製作p 現地の;f11，J!fの主主立に携わった人，現地における名古llJ格の和1\倍，調整IC

尽力した人，その他臨海実験所の人々等の lまの力が大いに与っているととろで，ととに深〈感

MHする ..:j(第である。
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The research members of the Institute of Low Temperature Science, Hokkaido 
University, made observations on the fog-capturing power of forest and turbulent 
motion of air inside and in the surroundings of a forest , taking part in "the 
Study on Fog-Preventing Forest" projected by “ the Society of Study on Fog 
Preventing Forest." They carried out their observations at Akkeshi , a sea-town 
on the Pacific coast of the Hokkaido Island, in 1952, after they had performed 
studies on the same subject at Ochiishi , a sea village several tens of kilometers 
to the east of Akkeshi , in the previous two years. Foglwater content, Austausch 
coefficient of air, air temperature and wind velocity were measured at various 
heights at various spots inside and in front of the forest. The observational 
data obtained by these measurements gave by calculation the value of fogｭ
capturing power of the forest. It was found to be in good agreem巴nt with the 
quantity of fog water errtering the forest at its top which was determined by 

capturing the fog particles on wire screens set horizontally at the top of forest. 
The measurements at heights above the ground were made by the aid of wooden 

towers erected inside and in front of the forest. 




